
カリキュラム評価チェックシート（一部抜粋）

項 目 段 階 １ 状 目 段 階 ２ 状 目 段 階 ３ 状 目観

況 標 況 標 況 標点

、学校の目 ○教師間の共通理解の ○教師から見た児童生 ○児童生徒の実態調査

下に設定している 徒の実態や学校、地域 保護者や地域の願いの標

の特色を踏まえて設定 アンケート結果も踏ま目 ü Í
している えて設定している標

○学校の目標を受けて ○教師から見た児童生 ○児童生徒の習熟度や学年の目

教師間の共通理解の下 徒の実態を踏まえて設 学習状況の調査を踏ま標 ü Í
に設定している 定している えて設定している

○効果的に学習活動が ○時期や学習内容に応 ○２時間連続やモジュ時間割編

Í成 行えるように学校全体 じて弾力的に時間割を ールを用いる等、学校ü
で時間割の工夫を行っ 編成している 全体で弾力的な時間割時

ている の工夫に努めている数

○選択教科と「総合的 ○生徒の興味・関心を ○生徒の興味・関心に選択教科

な学習の時間」の時数 踏まえてそれぞれに必 基づいた学習内容に必との時数

を適切に配当している 要な時数を配当してい 要な時数をそれぞれ配配分 ü Í
る 当している(中学校)

○「総合的な学習の時 ○「総合的な学習の時 ○教科等の目標や内容内容分析

間」のねらいを踏まえ 間」のねらいと自校で との関連を明確にし、

Í※ て育てたい資質・能力 定めた目標や内容を基 発達段階や児童生徒のü
・態度を設定している にして育てたい資質・ 習熟状況を踏まえて育

能力・態度を設定して てたい資質・能力・態

いる 度を設定している

○調べ方やまとめ方、 ○身に付けさせたいス ○個々 の児童生徒のレ学習スキ

報告や発表、討論の仕 キルを発達段階に応じ ディネスを把握し発達ル ü Í
方等身に付けさせたい て設定している 段階や習熟度に応じて

スキルを示している 設定している
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「カリキュラム評価チェックシート」
の特徴と利用の手順

こんな特徴があります！

アンケート結果の分析
を踏まえて作成

県内の小・中学校の実態を踏まえ
て、充実と改善のための課題と方策を
一覧表にしました。

ステップアップを目指す
ための３段階を設定

各学校の実態やカリキュラムの整備
状況に応じて、改善のための努力目標
が設定できるように、段階ごとに目安
を示しました。

チェックシート内容の
加除修正、変更が可能

学校の実態や改善の必要性、重要性
に応じて、見直しの観点や項目、段階
の内容を変えることができます。

チェックシート 利用の手順

＊「カリキュラム評価チェックシート」に関するご意見、ご感想を下記Webページ上にてお知らせください。
URL http://www sangyo atnifty com/sogo/. . .

０２７０－２６－９２１５（産業科学 直通）TEL G

① 評価の担当者を確認します。
・学級担任 ・授業担当者 ・学年部会
・総合的な学習部会 ・教育課程部会 ・研修推進委員会 等

＊学校の分掌組織を機能させることが大切です。

② 各項目ごとに評価し、当てはまる段階の「状況」欄にチェックをつけます。
＊チェックシートを基にして、職員間で意見や情報の交換を行うことが大切です。
＊学校の現状について、全職員の共通理解を図ります。

③ 改善のための努力目標として、当てはまる段階の「目標」欄に○印を付けます。
＊各担当者や部会の分掌内容に応じ、必要な「観点」や「項目」を選びます。

④ ○印を付けた「目標」から、具体的な改善策を検討します。
＊改善の必要性の高い「項目」を優先したり、関連した「目標」を組合せたりします。

⑤ 改善策について、共通理解を図り役割を分担します。
＊チェックシートの評価結果を全職員で確かめます。



「総 合 的な学習 の時間 」のカリキュラム 評価 チェックシート

評 価 者： （ ）
実施時期：①（平成 年 月 日 ） ②（平成 年 月 日 ）

観 項 目 段 階 １ 状 目 段 階 ２ 状 目 段 階 ３ 状 目
点 況 標 況 標 況 標

○教 師 間の共通理解の 下に設 ○教師 から見た 児童生徒 の実 ○ 児 童 生 徒の実態調査、保 護学校の目標

定している 態や学 校、地域 の特色を 踏ま 者 や地域 の願いの ア ン ケ ー ト

えて設定している 結果も踏まえて設定している目
○学校 の目標 を受けて 教師間 ○教師 から見た 児童生徒 の実 ○ 児 童 生 徒の習 熟 度や学 習 状標 学年の目標

の共通理解の 下に設定 してい 態を踏まえて 設定している 況 の調査 を踏ま え て設定し て

る いる

○効 果 的に学習活動が 行える ○時期 や学 習 内 容に応じ て弾 ○ ２時間連続やモジュール を時間割編成

ように 学 校 全 体で時 間 割の工 力的に時間割 を編成している 用 いる等 、学 校 全 体で弾 力 的

夫を行っている な時間割の工夫に努めている時
○選択教科と 「総合的 な学習 ○生徒 の興味・ 関心を踏 まえ ○ 生徒の 興味・関 心に基づ い数 選 択 教 科 と

の時間 」の時 数を適切 に配当 てそれぞれに必 要な時数 を配 た 学 習 内 容に必要 な時数を その時数配分

している 当している れぞれ配当している(中学校)

○「総 合 的 な 学習の時 間」の ○「総 合 的 な学 習の時間 」の ○ 教科等 の目標や 内容との 関内 容 分 析

ね ら い を踏ま え て 育て た い 資 ね ら い と自校で 定めた目 標や 連 を明確 にし、発達段階や 児

質・能 力・態 度を設定 してい 内容を 基にして 育てたい 資質 童 生 徒 の 習熟状況 を踏ま え て

る ・能力・態度を設定している 育 てたい 資質・能 力・態度 を

設定している

○調べ 方やまとめ方、 報告や ○身に 付けさせたいス キ ルを ○ 個々の 児童生徒 のレ デ ィ ネ学習 ス キ ル

発表、 討論の 仕方等身 に付け 発 達 段 階に応じ て設定し て い ス を把握 し発 達 段 階や習 熟 度

させたいスキル を示している る に応じて設定している

○「総 合 的 な 学習の時 間」の ○ねらいを踏ま え、自校 の育 ○ さらに 、教科等 との関連 を評価の観点

ね ら い を踏ま え て 設定 してい てたい 資質・能 力・態度 を基 明 確にし 、発 達 段 階に応じ て

る にして設定している 学年ごとに 設定している

○評価 の観点 ごとに作 成し、 ○児童生徒の発達段階に 応じ ○ さらに 、教科等 との関連 も評 評 価 規 準

単元計画に示している て作成 し、各 学 年の単 元 計 画 踏 まえて 作成し、 学習過程 ご価
に位置付けている とに位置付 けている計

○評価 の目的 や方法、 実施時 ○教師 の評価や 児童生徒 の自 ○ 教師、 児童生徒 、保護者 や画 計画 ・ 立 案

期の計画を立てている 己評価 、相互評価等の方 法や 外 部 協 力 者それぞれの評価 と

実 施 時 期、活用 の計画を 立て そ の活用 が効果的 に行わ れ る

ている ように計画を立てている

○担当学年の 教師間で 共通理 ○他 学 年の教師 とも情報交換 ○ 外部協力者の意 見も取り 入単元 の 開 発

解を図っている を行っている れて単元を作っている計画・立案

○体験活動や 問 題 解 決 的な学 ○今 日 的な課題 の解決を 視野 ○ 内容系列表を作 成し、学 習

習を取り入れている に入れ 、横断的 ・総合的 な内 内 容の設 定に つ い て共 通 理 解

容を取り入れている を図っている

○児童生徒が 学習活動 を振り ○児童生徒が学習活動を 振り ○ 児 童 生 徒が学習活動を振 り

返り成 果を確 かめる場 面を設 返り自 己の成長 や変容し た姿 返 り自己 の生き方 を考え た り

定している に気付く場面を設定している 生 活に生 かしたりする場面 を

設定している学
○各学年ごとに 作成している ○他 学 年の内容 や教科等 との ○ 発 達 段 階や学年 の系統性 を年 間 計 画 の

関連を 明確に し て学 校 全 体で 踏 まえ、 単元の配 列を工夫 し作 成

作成している て作成している習
○活動 の目的 と学 習 内 容に応 ○じっくり探究活動を進 めら ○ 学 習 状 況に柔軟 に対応で き

じて必 要な時 数を配当 して計 れるように時数 を配当し て計 るように 時数を配 当して計 画

画を立てている 画を立てている を立てている内
○基 本 的な学 び方や学 習スキ ○学び 方や学習 スキル習 得の ○ 学び方 や学習ス キ ル 習得 の

ル習得 の時間 を適宜取 り入れ ための 時間を単元計画に 位置 た め の 時 間を年間計画に位 置

ている 付けている 付けている容
○学習内容に 応じて適 切な実 ○小 学 校６年間 （生活科 と関 ○ 小・中学校間の つ な が り や実 施 時 期

施時期 を年間計画に位 置 付 け 連 、 中 学 校 ３ 年間 を 見通 し 発 展 性 を 考慮し、 学習内容 や）

ている て単元 を配置し 、学 習 内 容に 活動内容 に応じて 適切な実 施

応じて 適切な実施時期を 設定 時期を設定している

している

○教 科 等との 関連を意 識して ○教 科 等の学習内容や実 施 時 ○ 身に付 けた知識 や技能、 態教 科 等 と の

単元作 りや計 画・立案 を行っ 期と関 連させて 学習が進 めら 度 が教 科 等と相互 に活用さ れ関連

ている れるように計画を立てている るように 、学 習 内 容や学 習 展

開が組まれている

○指導要領に 例示さ れ た課題 ○学校 や学年の 目標を反 映さ ○ 小学校 ６年間、 あるいは 中課題 ・ テ ー

を学校 や学年 のテーマ として せたテ ー マ を設 定し、地 域の 学 校３年 間を見通 して系 統 的マ設定

設定している 特色を生かしている なテーマの設定を行っている
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○問題解決的 な学習の 基本的 ○問題解決的な 学習の進 め方 ○ 学習の 手引等を 用いて、 児問 題 解 決 的

な進め 方が、 共通に理 解され が身に 付けられるように 、学 童 生 徒 が 自ら進ん で問 題 解 決な学 習 活 動

ている 習過程 の各段階 ごとに必 要な や 探 究 活 動に取り 組め る よ う

学習スキルを示している にしている

○校内 での調 べ学習を 中心に ○学 校 外での自然体験や 社会 ○ 児 童 生 徒の興味 ・関心や 課体 験 的 な 活

追究活動が行われている 的な体験活動を 取り入れ て い 題 に応じ て、学校 の内外で 体動

る 験 的な活 動が で き る よ う に し

ている学
○児童生徒が 協力して 学習に ○児童生徒が互 いに意見交換 ○ 課題や 目的別に グループ 編学 び 合 い

取り組 めるように工夫 してい したり 話し合っ た り し な が ら 制 し、児 童 生 徒 同 士の学び 合

る 追 究 活 動ができるようにして い に よ っ て追究が 深め ら れ る習
いる ようにしている

○個人 、学 級 内グ ル ー プ、学 ○目的 や内容に 応じていろい ○ 目的や 内容に応 じて、異 学学 習 形 態

年内グループ 等、いくつかの ろな学習形態を 工夫し柔 軟に 年 交 流 や 学び合い の場も取 り活
学習形態を取り入れている 展開できるようにしている 入れている

○調べ 学習で インターネット ○まとめや発表 、情 報 発 信で ○ 学 習 過 程の各 段 階で情 報 機情 報 機 器 の

を利用している もイ ン タ ー ネ ッ トを積 極 的に 器 の積 極 的な活用 を図っ て い動 利用

活用している る

○情報収集や活 用の基礎技能 ○ マルチメディア 等を利用 し

の習得を計画的に行っている て学校間交流を行っている

○教室 の他、 学校内の 学習ス ○児童生徒が積 極 的 に追 究や ○ 調べ学 習や体 験 的な学習 で学 習 環 境

ペース や図 書 室、コンピュー 探 究 活 動ができるように 学校 学 校 外 の 施設も積 極 的 に活 用

タ室を利用している の学習環境を整 備し、活 用し している （公 共 機 関、資 料 館

ている （図 書 資 料、コンピュ や博物館、公民館等）

ータ、展示や作業の場等）

○各 学 年で指導方法や 指導技 ○校内研修や学年部会等 で互 ○ さらに 、分掌ご と の 情 報 交指 導 方 法 の

術について自己点検し 改善に いに指導方法や 指導技術 の改 換 を密に し、日頃 から互い に改善 、 指 導

努めている 善に努めている 指導方法 や指 導 技 術の向上 に技術 の 向 上

努めている

○適宜 、個別指導を取 り入れ ○個々 の児 童 生 徒の課題 を把 ○ 形成的評価で指 導と評価 の指 個に 応 じ た

て学び 方や学 習スキル が身に 握して 学習ス キ ルの向上 を図 一 体 化 を 図り、個 に応じ た き指 導

付くように努めている っている め細かな指導を行っている導
○児童生徒が 学び方や 学ぶ力 ○児童生徒が自 らの学習状況 ○ 学習の 手引きや ポ ー ト フ ォ自己評価力

に つ い て自ら の習 得 状 況をつ や習熟 の程度を 確かめられる リ オ等を 活用して 、計画的 にの
かめるようにしている ように 自 己 評 価 力の育成 を図 児童生徒 の自己評価力を高 め

っている る指導の工夫をしている工
○学級担任や 同学年の 担当者 ○他 学 年の教師 や養護教諭等 ○ 全職員 が計画的 に指導や 支指 導 体 制

で共通理解を 図り な が ら指導 とも協 力して指 導にあたって 援 に あ た れ る よ う に協 働 体 制夫
にあたっている いる を整えている

○学習内容に 応じ、外部講師 ○計 画 的に、外部講師と し て ○ 地 域 人 材や施設 、団体、 企外 部 協 力 者

として 保護者 や地域の 人々に 地 域 人 材を活用 する学習 を取 業 等の協 力 者 を学習課題別 にの活用

依頼している り入れている リ ス ト ッ プし積 極 的に活用 し

ている

○観察 、ワークシート 、発表 ○担当教師に よ る評価、 及び ○ ポートフォリオ や面談等 で評 価 方 法 、

内容等 で、担当教師に よ る 評 児 童 生 徒による 自己評価 や相 個 々の児童生徒の 学習状況 の評 価 者

価を行っている 互評価を取り入れている 把握にも努めている

○ 保護者 や外部協力者か ら の評
評価も取り入れている価

○学習 の成果 を把握し 、児童 ○児童生徒の学習意欲を 高め ○ 個に応 じた指導 や支援に 生活 評価の活用

生徒や 保護者 に評 価 結 果を知 ている かしている動
らせている ○授業計画の修 正や指導 の改 ○ 単 元 計 画やカリキュラム の

善に生かしている 評価、改善にも生かしている

○ 外部協力者や地 域の人々 へ

の説明に活用している

○保 護 者の願 いや地域 の実態 ○保 護 者の願い や地域の 実態 ○ 保護者 の願いや 地域の実 態実 態 把 握

、 、 、 、に つ い て教 師 間で共通理解を をアンケート等 で把握し て い を把握し 計画 実施 評価

図っている る 改善に反映させている

○保 護 者に自 校の「総 合 的 な ○保 護 者や地域 の人々に 自校 ○ 保護者 や地域の 人々に自 校説 明 責 任

学習の 時間」 の ね ら い や取組 のねらいや取組 について 説明 の ね ら い や取組、 成果に つ い

について説明している し理解 と協 力 依 頼に努め て い て も説明 し積極的 な協力を 得

る ている

○他の 学校と 学習内容 や取組 ○校 区 内の小・ 中学校間 で学 ○ 校 区 内 外の小・ 中学校と 情小・ 中 の つ

に つ い て情報交換を行 う場が 習内容 や取組について情 報 交 報 交 換 を 行い、交流活動や 学な が り

ある 換を行っている び合い等を取り入れている

○単元 の計画 や見直し を学年 ○単元 の計画や 見直しを 学年 ○ カリキュラム全 体の計画 や協 共 通 理 解 、

ごとに 行っている や部会 ごとに行 い、学 校 全 体 実 施、評 価、改善 の検討等 、働 情 報 交 換

で共通理解を図っている 全 職 員 の 共通理解 の下で計 画体
的、組織的 に行っている制

学
校
間
連
携

保
護
者
・地
域
と
の
連
携




